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平和を願い迎える 2025下半期 

夏休みが終わり、子どもたちの元気な声が校舎に響き渡り、学校に再び活気が戻ってきました。今年の夏も

記録的な猛暑や大雨に見舞われ自然の厳しさを感じる一方で、地域の夏祭りやスポーツ大会など、人と人と

が集い笑顔を分かち合う場も多く見られました。 

戦後８０年を迎えたこの夏、広島・長崎では平和祈念式典が行われ、戦争の悲惨さと平和の尊さが語られま

した。昨年１２月に被爆者団体の全国組織「日本原水爆被害者団体協議会（被団協）」がノーベル平和賞を受賞

してから初の式典であり、広島平和宣言では核廃絶をあきらめなかった元被団協代表委員の坪井直さんが信

念とした「ネバーギブアップ」の言葉に触れ、核兵器廃絶への思いを市民社会の総意にしていかなければなら

ないとの訴えが盛り込まれました。米国や英国などの核保有国のほか、紛争当事国のウクライナやイスラエ

ル、パレスチナが参列していましたが、ウクライナやパレスチナでは依然として戦闘や緊張が続き、多くの子ど

もたちが安全な暮らしや教育の機会を奪われています。私たちが日々安心して学び、友だちと笑い合えるこ

とは、決して当たり前ではなく、平和の土台の上に成り立っているのです。 

 平和を築く第一歩は、身近な生活の中で互いを大切にすることです。教室での話し合いや協力、友だちを思

いやる気持ち、地域での助け合い――その一つひとつが「小さな平和の実践」につながります。本校では、子

どもたちが自分の思いを安心して語り、違いを尊重しながら学び合える環境を大切にしながら、激動の国際

社会に生きるために４つの力

を高めていきたいと考えてい

ます。 

 特に６年生は、６月にピース

大阪社会見学で大阪大空襲

の様子について学習しまし

た。また１０月には被爆体験

伝承者の方から講話を聴き、

８０年前の惨禍の痛みに思い

を馳せ、10月１５・１６日の広

島修学旅行に向けて、平和学

習に取り組む予定です。 

 後期には広島修学旅行以外

にも、遠足や運動会、そして

今年度から実施する作品展な

ど、多くの行事があります。仲

間と力を合わせる経験を通し

て、「ともに学び生きることの

喜び」を実感し、小さな平和

＝安心・安全を積み重ねてほ

しいと願っています。ご家庭

や地域の皆さまにも、引き続

き子どもたちの成長を温かく

見守っていただければ幸いで

す。     校長 清水 高志 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 

 
始業式 

(３時間授業) 

給食開始 
５時間授業 
ウリマダン 
発育測定 
(５・６年) 

全校集会 
５時間授業 
発育測定 
(３・４年) 

SEA リーダー 

会議 

５時間授業 

発育測定 

(１・２年) 

  

３１ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 
全校朝会 

後期用教科書 

配布 

 

Birthday 
メッセージ集会

（８月） 
委員会活動 

学校説明会 
（１０：００～） 

  

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 

 全校朝会  

Birthday 
メッセージ集会

（９月） 
クラブ活動 

修学旅行保護者

説明会 

(１６：００～多目的

室) 

SEA リーダー 

会議 

 

パトレンジャー
MT 

 

学校に行く DAY 
見守る DAY 

 

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

 敬老の日 
修学旅行前 

検診 
(６年) 

全校集会 
平和学習 

   

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

 全校朝会 秋分の日 
全校集会 
栄養指導 

校内研究授業 
（緑組） 

定時退勤日 
SEA 

キャンプ 

２８ ２９ ３０     

SEA 

キャンプ 
 

前期終了 
かがやき配布 
給食後下校 
全校朝会 

    

８月２５日（月）始業式 

夏休みがおわり、子ども

たちの明るく元気な声が

学校に戻ってきました！ 

 

平
和
へ
の
誓
い 

 

い
つ
か
は
お
と
ず
れ
る
、
被
爆
者
の
い
な
い
世
界
。

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
多
く
の
人

が
事
実
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
あ
の
日
の
こ
と
を
、
思

い
浮
か
べ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

昭
和
２
０
年
（
１
９
４
５
年
）
８
月
６
日 

午
前
８

時
１
５
分
。 

こ
の
広
島
に
人
類
初
の
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、

一
瞬
に
し
て
当
た
り
前
の
日
常
が
消
え
ま
し
た
。

誰
な
の
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
皮
膚
が
た
だ
れ

た
人
々
。 

涙
と
と
も
に
止
ま
ら
な
い
、
絶
望
の
声
。 

一
発
の
原
子
爆
弾
は
、
多
く
の
命
を
奪
い
、
人
々

の
人
生
を
変
え
た
の
で
す
。 

 

被
爆
か
ら
８
０
年
が
経
つ
今
、
本
当
は
辛
く
て
、

思
い
出
し
た
く
な
い
記
憶
を
伝
え
て
く
だ
さ
る

被
爆
者
の
方
々
か
ら
、
直
接
話
を
聞
く
機
会
は
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

ど
ん
な
に
時
が
流
れ
て
も
、
あ
の
悲
劇
を
風
化
さ

せ
ず
、
記
録
と
し
て
被
爆
者
の
声
を
次
の
世
代
へ

語
り
継
い
で
い
く
使
命
が
、
私
た
ち
に
は
あ
り
ま

す
。 

 

世
界
で
は
、
今
も
ど
こ
か
で
戦
争
が
起
き
て
い
ま

す
。 

大
切
な
人
を
失
い
、
生
き
る
こ
と
に
絶
望
し
て
い

る
人
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

               

そ
の
事
実
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
平
和
に

つ
い
て
関
心
を
も
つ
こ
と
。 

多
様
性
を
認
め
、
相
手
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
こ
と
。 

一
人
一
人
が
相
手
の
考
え
に
寄
り
添
い
、
思
い
や

り
の
心
で
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
傷
つ
き
、

悲
し
い
思
い
を
す
る
人
が
い
な
く
な
る
は
ず
で

す
。 

周
り
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
ほ
ん
の
少
し
行
動
す

る
こ
と
が
、
い
ず
れ
世
界
の
平
和
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

Ｏ
ｎ
ｅ 

ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
． 

た
と
え
一
つ
の
声
で
も
、
学
ん
だ
事
実
に
思
い
を

込
め
て
伝
え
れ
ば
、
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
す
。 

大
人
だ
け
で
な
く
、
こ
ど
も
で
あ
る
私
た
ち
も
平

和
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

あ
の
日
の
出
来
事
を
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
歴
史
を
、
二

度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
が
、
被
爆

者
の
方
々
の
思
い
を
語
り
継
ぎ
、
一
人
一
人
の
声

を
紡
ぎ
な
が
ら
、
平
和
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

 

令
和
７
年
（２
０
２
５
年
）８
月
６
日 

こ
ど
も
代
表 

広
島
市
立
皆
実
小
学
校
６
年 

関
口
千
恵
璃 

広
島
市
立
祇
園
小
学
校
６
年 

佐
々
木
駿 


